
平成１７年度 「ひと、輝くまち 倉敷。」市民企画提案事業 事業実績報告書 

事 業 名 地域における障害者のインクルージョン推進事業（仕事体験） 

団 体 名 福田南中学校区子どもたちの社

会参加を考える会 

市担当部署 障害福祉課 

事 業 費 ５１９，８１９円 市の負担額 ４４７，３１７円 

 

【目的】 

 支援の必要な子どもたちを地域の中で、自然に育てていくことを目的とする。ゆっくりと育つ子ど

もたちを、早期から温かい地域の中でゆっくりと育むことにより、子どもたちの職業意識をしっかり

と育て、児童生徒の成長を促す。 

 また、支える周りもゆっくり時間をかけて触れあうことにより、多様性を認め合い、お互いに尊重

し合うユニバーサルデザインに基づく共同体の担い手となる。 

事
業
の
目
的
・
概
要 

【概要】 

 障害のある子どもたちが、小学校高学年くらいの早期からジョブサポーター（仕事体験のサポータ

ー）とともに放課後、週に１回程度、仕事体験を行っていく中で、１０年以上かけて地域で育ててい

く活動である。地域との関係が最も密にある「中学校区」の既存の仕組みを使い、労力少なく組織的

に企業の理解や地域の人たちへの理解を進める活動である。 

 

事
業
実
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・仕事体験の実施・・・７中学区で、延べ１６名が仕事体験を行った。 

・会員の登録・・・７学区、１４５名 

・中学区の組織づくり（活動の広がり）・・・７学区（平成 17 年 9 月時点で、福田南中学区のみで

あったが、現在７学区に「考える会」が設立、活動に向けて準備中） 

・ジョブサポーターの養成、登録・・・７学区、５３名 

・支援（協力）企業の登録・・・４８事業所 
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福田南中学校区の取り組みであった本事業は、障害児の早い段階から、将来の就労を見据えて地域

の力（支援）を得て進められる、市民による活動である。 

 事業の効果としては、障害児が人間関係の多様性を知るとともに、日常生活の活性化，身体的、精

神的能力の向上が、また、在宅化、介護の重度化の抑止効果が得られる。 

 児童生徒の家庭に対しては、地域に育まれ、保護者の身体的負担の軽減効果とともに、安心して子

どもを産み育てる環境づくりにつながる。 

 地域住民には、児童生徒と触れあうことにより、障害に対する正しい理解と差別のない地域社会の

醸成効果や NEET の抑止効果が得られる。 

 地域には、障害への正しい理解と障害者雇用への意識の向上、労働者人口減少に対する抑止効果が

得られる。 

 行政に対しては、児童生徒が将来就労することにより、福祉に対する歳出の抑止と納税者の増加に

よる歳入増加効果が得られる。また、福祉政策の先駆的事業として「福祉文化都市くらしき」の醸成

効果が期待できる。 



 

 

今
後
の
展
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 市内の全中学校区で本事業活動を行うためには、地域、学校、行政の協働事業として位置づけて活動

の輪を除々に広め、各学区で活動が安定して進められるサポート体制づくりを行うとともに、倉敷市

からの継続した支援は欠かせないと考えるものです。 

 本事業は「障害児・者に対する市民による活動」という視点で、NHK ほか多くのメディアに取り上

げられているが、今後は倉敷市との協働事業である、政策的事業としての「倉敷ブランド」をアピー

ルすることを目指したい。 

 そして、本事業の推移には、多くのサポーターとともに、地域の支援企業の存在は欠かせない。従

って、支援企業のモチベーションを維持し、支援企業等の付加価値の向上のため、「地域福祉協力優良

企業」といった倉敷市の認定（認定証、認定マークの交付等）事業の新設を提案したい。 

 



 

 

提 案 団 体 自 己 評 価 書 

事 業 名 地域における障害者のインクルージョン推進事業（仕事体験） 

団 体 名 福田南中学校区子どもたちの社会参加を考える会 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業予算書と実

績との比較 

１ ほとんど同じ 

２ 多少の変更があった 

３ 大幅に変更している 

４ ３の回答で２、

３と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

７ 市と協働するこ

とで期待した効果

を得ることができ

た 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

８ ７の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

９ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

各中学校区の持つネットワークの力強さに助けられた。 

行政のネットワークと地域のネットワークが、より連携を強めれば、さらに協働 

事業が推進できたのではなかいと思う。 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

提案事業の内容によって、短期（1 年以内）、中期（3 年以内）、長期（5 年以上） 

に分けて、認定（予算化）してはいかがでしょうか。 

 

 

 



 

 

市 自 己 評 価 書 

事 業 名 地域における障害者のインクルージョン推進事業（仕事体験） 

市担当部署 障害福祉課 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

４ ３の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 提案団体と協働

で事業実施するこ

との効果はあった

か 

１ 非常にあった 

２ あった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答の主な

理由 

他に事例のない「市民による企画提案事業」であり、本事業を団体と協働して進め 

たことに効果があった。 

 

７ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

市民、企業、ボランティアなどとの連携の上に立った事業（協働事業）であり、今

後も見守り、育てていくべき活動であると考えております。 

 

 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

事業の採択、実施に当たっては、担当部署に人的な配慮があってもいいのではない

かと思います。 

 

 

 

 

 

 


